啓林館　新編 生物基礎（生基305）　観点一覧
＜難易度＞
１　基本的な内容・事項が，指導要領で定められている範囲で十分にとりあげられている。

２　全般に内容の程度は標準的である。

☆例１　全体的に見て，標準的な内容が，大学受験・看護系受験・資格取得・就職を希望する本校生徒の学習の実態にあっている。

☆例２　全体的に見て，標準的な内容が，本校生徒の興味・関心を喚起するものである。

＜内容の取扱い＞
１　口絵でさまざまな犬の種類を写真で紹介するなど，楽しく身近な内容で生徒の興味・関心を高める配慮がなされている。

２　中学の学習内容との関連が図られ，基礎力がつくよう配慮されている。

３　本文の適切な箇所に「実験」「資料学習」，各部末に｢探究活動」が挿入され，生徒が自主的・自発的に実験・探究学習ができるよう工夫されている。

４　実験が数多くとりあげられており，適宜選択できるよう配慮されている。

５　本文の適切な箇所に「コラム」が挿入され，生徒の興味・関心を喚起するものとなっている。

7　全般に，大きく扱われたカラーの図・写真と，簡潔な文章とがうまく調和しており，基礎的な学習を必要とする本校生徒の実態に十分かなうものである。

＜単元構成＞
1　４つの部からなる単元は，細胞レベルから個体レベル，生態系レベルへと順を追って配列されており，学習が効果的に進められるよう配慮されている。
2　多くの項目が２ページ単位の見開き展開となっており，学習の目標が把握しやすく工夫されている。

3　各部末の「まとめ」はクロスワードパズルで構成されており，生徒が楽しく学習できるよう配慮されている。
＜その他＞
１　多様な動物，植生など，明快で理解しやすい写真や図が選択されており，また分量も豊富で，本校の生徒の興味や関心をひくものである。

２　実験や探究活動では，パンジーやトマトなどの色素を観察するなど，身近な材料を用いて理解を深める工夫がされており，授業・実験の便宜がはかられている。

３　本文において適切な箇所に「側注」が記載されており，理解を助けるものになっている。

